
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

平成３０年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

● 生徒会が地域の町会役員と「今年の納涼祭をどのように盛り上げ

るか」意見を出し合いながら企画する。生徒会は、生徒議会で各

学級に提案する。学級会で楽しんでもらえる「模擬店」について

話合い、夏休みに準備をすすめる。８月下旬、土曜日の夜に地域、

学校、ＰＴＡが合同で納涼祭を運営する。 

● 生徒は、計画から運営まで自分たちの手でつくりあげた納涼祭

が地域の人々に楽しんでもらえ、達成感を味わうことができた。 

● 地域と生徒が合同で祭りに取り組むことで、コミュニケーショ

ン能力を高め、共に活力を得ることができた。 

● 地域全体で子供たちの健やかな成長を支える機運が高まった。 

● クラスで何をするかを考え、賞品やルールを決め、地域の人たち

をお招きするのは、とても楽しかったです。 

● 小さい子からお年寄りまで、７００人近くの来校者があり、心を

込めたおもてなしをすることで、「楽しかった」と言っていただ

きうれしかったです。 

全学年 

地域との合同納涼祭体験 


